
- 1 -

道徳“国際理解”シリーズ学習② ゲスト・ティーチャーからの手紙

より井下 久吉 先生

生徒の皆さんへ

○ 殖蓮の歴史に誇りを持とう！

郷土歴史を学んだことはご家族をはじめ、他の人に話してください。はじめから

そのように心掛けて学びまた語ることにより自分に身に付くのです。

祖先の人々が築いた文化を知り、生活を知ると同時に私たちの一日一日が大切な

歴史作りであるのだと知れば後世の人たちに笑われるような生活はできないと思いま

。 。 「 」 。す 愚かな脱線は出来なくなります 生活とは一切の 生命活動 の略語であります

○自分の使命を大事にしよう！

一人一人が今の世に生まれてきた使命をよくよく自覚して希望豊かに成長してい

かれますよう願っています。

私の好きな言葉は 「生涯恩師を大切に、苦労の父母を大切に、これができること、

を優等生と言う」という言葉です。この言葉を贈ります。

○権現山について皆さんにさらに研究してもらいたいこと！

①権現山に住んでいるまた飛んでくる鳥類 ②植物一切（樹木、野草、キノコ類）

③昆虫 ④建造物一切（標式、石造物） ⑤権現山の祭神とその功績

⑥年間の諸行事（古来の物も含めて） 以 上

2003 年 10 月 25 日
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道徳“国際理解”シリーズ学習③ ゲスト・ティーチャーからの手紙

より星野 正明 先生

生徒の皆さんへ

思いがけず教壇に立つ体験ができ、中学生の頃の自分を想い出し、緊張より喜○

びの興奮をおぼえて楽しかったです。全体として皆さんは栄養が行き届いていて

顔つきもみんな明るく、元気で好感がもてました。

○ 授業が終わり、給食係の可愛い姿の生徒さんが私が教室を出る時に 「またのご、

来店をお待ちします 」と挨拶してくれたのは現代っ子の一面を体験してとても好。

感がもて、ほのぼのとした想いで教室をあとにすることができました。

○皆さんに伝えたいメッセージ！

「少年老いやすく学成り難し」

「青年よ大志を抱け」

「老兵は去るのみ」

これは人生の道の順路です。中学生の時の学習は、人生最大の糧となり、武器と

なるので、がんばってください。

昭和22年、Ａ中発足以来５０年、統合などの無い伝統ある市内でも稀有の学校

です。ますますの発展を祈念します。民間人の私にゲスト・ティーチャー体験を

与えてくださった皆さんにお礼申し上げます。 以 上

2003 年 11 月 22 日
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